
薬事日報　薬学生新聞

　メンバー全員が集まると熱い議論
に発展する。演奏だけでなく、表現
方法、ライブでの人の動き、照明と
細部にわたって職種や音楽性の違う
４人。こだわりも強く、それぞれが
意見を主張する。「メンバーの誰１
人抜けてもやっていけない」。薬学
という共通のフィールドを持つ仲
間だからこそ、結束は固い。色々な
キャラクターや個性をまとめるのは
簡単なことではないが、バンドとし
てチームワークを構築できれば仕事
にも活用できる。逆に仕事で得たこ
とがバンドに活用される相互作用が
生まれ、医師や患者と向き合うとき
に良いパフォーマンスを生むことも
あるという。ドラムのＤａｎさんは

「薬学生にはもっと自由な
道もあると伝えたい。自分
は医薬品開発のプロにもな
りたいし、音楽も真剣な気
持ちでやりたい。欲張って
いいと思っている」と話す。
仕事と音楽の両立は難しく
ても、４人で大きな夢を追
いかける。「薬剤師や製薬
企業の社員として仕事をし
ていても、大きな舞台に出
られるということ証明でき
るようなバンドになりた
い」。４人が残す“ F o o t 
mark”から、薬学生の新た
な“Foot mark”が生まれる
だろうか。

ＭＳ）に携わる品質保証を担当。Ｋａｒａさんは担
当楽器について、「ベースは薬剤師の歴史と類似性
があると思っている。音楽の中で極めて重要なパー
トだが、薬剤師と同じく重要性があまり理解されて
いない」と薬剤師の立場と重ねる。
　Ｋａｒａさんのポリシーは、「ベースの地位向上」
であり、低音でリズムを刻むだけといった既存の概
念を打ち破ることだ。「ベース本来の縁の下の力持

ちとしての役割と、固定概
念を覆したパフォーマンス
は両立できる。貰ったコー
ドは全てスケールを解析し、
他のパートの全部覚えた上
で、ベースの音を置いてい
く」とプライドの高さを覗
かせた。

　はじめまして、今回このコラムを担
当するメディセレスクール専任講師の
松阪勇輝です。まだまだ暑い日々が続
きますが、夏バテ、勉強バテをしてい
ませんか？私は大変暑がりなので自室
で冷房をガンガンきかせていたのです
が、電気代が見たこともない数字にな
っていたため、「Ｎｏ冷房ｄａｙ」を
導入し始めました。
　さて、表題の「無理をしない」につ
いて、誤解しないで欲しいことがあり
ます。決して「がんばらなくていい」
ということではありません。「止める
口実を作らないために無理をしない」
という意味です。

メディセレスクール

松阪 勇輝

　人のモチベーションは日によって変
化しますが、やる気満々の時こそ自分
をコントロールしなければならないの
です。三日坊主という言葉をよく聞き
ませんか？誰しもやり始めはやる気に
満ち溢れているものです。
　先ほどの「Ｎｏ冷房ｄａｙ」は2日
であえなく終了しました。理由は簡単、
調子に乗ってやり過ぎてしまったので
す。逆にその経験がトラウマとなり１
日中冷房をかけるようになってしまい
ました。「止めるための口実」を作っ
てしまったわけです。
　勉強も同じ、やる気があっても「無
理をしない」が継続のコツです。試験
前だけ徹夜勉強した結果、勉強が嫌い
になった経験はありませんか？それで
もクリアできれば良いのですが、数日

間の徹夜だけで国家試験に合格するこ
とは絶対にないです。
　長期的に勉強し続けるためには小さ
いゴールを設定することと、同じとこ
ろを繰り返すことが大切です。「今日
はここまで」と最初に決めておき、到
達したらあえて止めてみましょう。そ
うすると適度な達成感を味わいつつ、
やる気を次回に持ち越すことができま
す。また「繰り返し」によって記憶の
定着を図れます。忘れても、一度学ん
だことは少しの時間で思い出せます。
　新しい分野に着手するのはどうして
も時間がかかるため、疲れた時や気分
が乗らない時にこそ復習に目を向けて
みましょう！長続きしないと感じてい
る人は、是非今日から実践してみてく
ださい。
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